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を厳しく批判する。

久保氏は日米安保条約にすがろうとする保守派

に対して、今年の 1月時点で「これからも世界の

各地、各分野で米中の競争、衝突が激化するであ

ろうが、両国の国家戦略からみる限り、武力衝突

は起こりえない。米中戦争も日中開戦も夢想に過

ぎない。日本の保守系タカ派のようにアメリカの

タカ派の意向に過度に同調して中国牽制の先兵役

を演じていると、やがてアメリカ発の『ショック』

を受ける日が来るかもしれない」 (220ページ）

と警告を発していたが、 6月のオバマ・習近平会

談でその予言は的中した。

そして久保氏は日本外交の戦略的転換を図るた

めに次の四大課題（自主外交の確立、アメリカ・

タカ派の影響排除、歴史認識の清算、優越感の克

服）を提起している。

① 「日本の国益（中国経済との連携なしに日本

経済の成長、発展はない）に沿った自主外交とし

ての対中政策を進めるには、対米自立を強めるこ

とが不可欠である。」

② 「日本がアメリカ・タカ派に同調して対中包

囲策の尖兵役を演じていると、梯子を外されるだ

ろう。アメリカはすでに日米関係より、米中関係

重視に転換している。」

③ 「侵略の歴史を否定せず」、「歴史認識の共有

化に努めると共に、中国へのリアルな現状認識な

しに中国と向き合うことは出来ない。アメリカは

歴史認識では中国に近い。「戦争責任をあいまい

にし、歴史の清算を怠ったまま戦後 60年を過ご

してきた大きなツケが、 21世紀の国際社会で日

本の占めるべき位置を不安定にしている。」

④「明治いらい国民に刷り込まれてきた対中優

越意識を払拭し」、「中国が強くなっていることを

率直に認め、優越意識、反中・嫌中意識を克服し

つつ戦略的互恵関係を充実していくこと」。

(27-28ページ）

更に久保氏は「日中友好に戻り、東アジア共同

体を構築することが日本の生きる道」であると未

来への方向性を指し示す。 「アジアとの共生でと

くに重要なのは『東アジア共同体』さらに『アジ

ア共同体』の構築を目指すことであるが、そのた

めには日中韓の歴史的和解と真実の連携が不可欠

である」(31ページ）と説く。その理由としては

「国際社会で急速に存在感を低下させてしまった

日本は、すでに独自で一極を維持する力を失って

きている。中国、韓国や東南アジア諸国連合との

連携でアジア極（アジア共同体など）を形成し、

その中で経済力、技術力の優位性を生かしつつ、

存在感を確保していくことしかない」(73ページ）

からだとする。

本来、 日本はこのような戦略的転換をもっと早

くやるべきであったが、それが遅々として進まな

かった背景として、久保氏は「H本の政治的劣化」

を強く指摘する。「安保、外交面で日本の命綱だ

と考えてきた日米同盟が揺らぎはじめ、アメリカ

のアジア戦略が日米基軸から米中機軸へ大きく転

換しつつある。」 (48ページ）にも拘らず、 日本

は対米追随を維持し、「日本の衰退を加速化して

いる」のは、「日本の支配層（マスメディアも含む）

は、アメリカの目でものを見、アメリカの立場で

ものを考えることが、専ら国益を護る道と考えて

世界認識も時代認識も共に視野狭窄に陥り、自分

の眼で世界を見、自分の頭で時代を読む力が著し

く弱体化している」 (26ページ）からだと説く。

と同時に、「『脱米入亜』の戦略転換を図るべきと

ころ、この歴史的課題から逃避し、対米追随とい

う最も安易な道を選んでしまった」 (26ページ）

と日本の政治家のだらしなさを指摘する。

では、このような日本を再生させるにはどうし

たらよいか。久保氏は、新情勢下での日中友好運

動を盛り上げるべきだと熱く説く。「日中友好運

動に従事してきた人は高齢化し、引退していくが、

より幅広い人たちで担われていく」「理屈抜きで

中国が大好きな人たち、中国の歴史、文化、自然

が大好きな人たち、重要な隣国なので友好関係が

大切だと考える人たち、中国とのビジネスで活路

を開きたいと考える人たちが大勢いる」と励ます。

そして自らの経験に基づき、「ネットを活用した

若者を対象とした 『チャイ華』というボランティ

ア組織、『中国ビジネス相談室』など新しい組織

作りとその拡大」を図るよう提言している。

(179ページ）

日中関係は今、国交正常化以来の最悪状態にあ

る。日中両国の国民と有識者は日中友好の大切さ

を再認識し、新方式の日中友好運動を巻き起こさ

なくてはならない。久保氏の本著作は正にその糧

を提供するものである。是非とも日中双方の幅広

い読者が一読されることを心から願って止まない。

2013年9月5日
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日中文化交流市民サークル‘わんりぃ’2013 年 9 月 10 月 11 月より転載

ほうまさ

私たち「方正友好交流の会」の活動によって、ハル

ピン市郊外の方正県にある日本人公墓の存在が少な

からず人々に知れ渡ってきた。しかしこの会が、前身

の「ハルビン市方正地区支援交流の会」（以下、

支援の会）の後を受けて発足した2005年当

特は、まるで知る人は少なかった。

例えば、 10人ほどの中国通の集まりの晦

私たちが出版したばかりの『風雪に耐えた日

本人公墓一ハルビン市方正票物語』を PRし

「方正県に日本人公墓があるのをご存じです

か」と問うと誰も知らなかった。その中に北

京駐在経験の新聞記者が3人もいたにもかか

わらず、である。

中国政府もことさら宣伝めいて日本人公墓

の存在を知らせることもなかった。おのずと

その存在を知っていたのは旧満洲に開拓民と

して入った一部の人、日中友好運動に古くか

ら携わっていた人たちのほんの一部の人だけ

だったのではないだろうか。

詳しい経緯を省くが、「支援の会」の末端

にいた私が初めて方正県の日本人公墓を訪

れたのは 1993年の時だった。そこには二

つの公墓が建立されていた。（写真右）

正面に向かって右側に立つのが「方正地区

日本人公墓」である。 1945年8月9日のソ

連参戦、 8月15日の日本敗戦は、開拓民た

ちの環境を大きく変えた。ソ連兵たちの襲撃

を避けるために開拓民たちの必死の逃亡が始

まった。今まで微笑みで接した中国人たちが

険しい顔をして襲ってきた。

ソ連との国境沿いにいた多くの開拓民た

ちは、ハルビンまでたどり着けばなんとか

日本に帰れると思っていた。ハルビンは遠いが、そ

の途中にある方正に行けば、なんとか生き延びるこ

とができる。方正は関東軍の食糧基地としても知ら

れていた。時には幼子を捨て、あるいは絞殺

し、人々は方正にたどり着いた。しかし関東

軍はすでにいなかった。飢餓と伝染病が人々

を襲った。そうして5000人近い人々が亡く

なった。すでに方正地区では人民政府が成立

していた。 1946年春になると凍っていた死

体は溶けはじめ腐乱してきた。人民政府はそ

の死体を3日3晩かけてガソリンを放って

焼いた。そうして方正県の砲台山に埋めた。
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その白骨の山を 1963年、残留婦人の松田

ちゑさんが再び見つけた。それ以前の1948年、

松田さんが砲台山に入った時、その白骨の山を

見つけたが、ただ草花を捧げ、南無阿弥陀仏

を何回か唱えることしかできなかった。しかし

今度は違った。松田さんはなんとか自分たちで

埋葬できないものかと思ったのである。公墓建

立はこんな経緯から始まった。（続く）

・ゎんりぃ' 6月号「中国城市めぐり (25)・紹興市その夏」(.わんりぃ' HP/'わんりぃ’ 会員達の

エッセイ http://wanli-san.com/teranishi/title.html)で、筆者の寺西英俊さんは、文の最後で「方正地区日

本人公墓」に触れている。関心を持たれた方もいらっしゃるのではないでしょうか。毎月発行の‘わんりぃ＇
おおるいよしひろ ほうまさ

をお送りしている日中友好協会機関紙「日本と中国」の元編集長・大類善啓氏が、この「方正地区日本人公墓」

の紹介活動を続けている「方正友好交流の会」事務局長を務めていらっしゃリ、日本人公墓の存在を知りました。

日中友好の礎として、この公墓の存在意義を感じ、一人でも多くの方に知って頂きたく、大類氏にお願いし、

特別に‘わんりぃ＇ のために「公墓」と「方正友好交流の会」について3回シリーズで寄稿頂きます。（田井）
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松田ちゑさんは、人民政府を訪ねた。散乱した日

本人の遺骨の状況を話し、なんとか自分たちで埋葬

したい旨許可を願い出た。ほとんどが「開拓民」た

ちの遺骨とはいえ、中国から見れば、侵略

のお先棒をかついだ人たちの白骨である。

まだ侵略の傷跡が癒えていない1963年、

県政府は「侵略者の骨など埋葬する必要は

ない！」と一蹴してもおかしくはない状況

である。

しかし票政府はそうはしなかった。日本

人の散乱した骨をどう処理していいか、残

留日本人の願いにどう対処すればいいか、

彼らは上部の黒竜江省政府に相談した。省

政府もこの問題を簡単に片づけることな

く、中央政府に判断を仰いだ。

仮に、江沢民が主席の特代だったらどう

県政府や省政府は処理しただろうか。ある

いは現下のような日中両政府が良好でない

状況だったらどうだろうか。

松田ちゑさん自身が県政府に埋葬許可を

願い出たろうか。県政府

や省政府が松田さんの願

いを考慮しただろうか。

歴史に「もしもあの特」と

いう設定には意味がない

という。しかし、どうし

てもそう考えたくなって

しまうのである。

日本の敗戦後、全中国

は国民党と共産党との熾

烈な内戦状態になった。

毛沢東や朱徳、周恩来の威

光などがまだ轟いていな

い詩代である。当特の在日

人民政府を打ち立てた。

当特の中国共産党は国際主義的精神が横溢してい

た。周恩来は中国人民に対して常に、「日本の軍国主

義者と日本人民を区別せよ。日本人民も軍

国主義の犠牲者である」と説いた。

•IIIIIIIIIII,
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「満洲国」特代には、日本からも各宗派の

僧侶がやってきた。当然のごとく、日本人

が死ねば、「満洲国」にある浄土真宗なら浄

土真宗のお墓に埋葬された。当詩、たくさ

んの日本人のお墓があったはずである。中

国を侵略した日本が敗戦を迎えると、たち

まち愧儡国家だった「満洲国」は崩壊した。

当然のごとく、多くの日本人の墓地は一掃

され、公園になったりした。

最近、ハルビンに「おキクさんの墓」があ

るそうだ。ぜひ参拝したいがわかるだろうか

と山陽地方から私の所に来た人がいた。お

キクさんは、いわばからゆきさんとして満洲

へ渡リ、関東軍の諜報活動に携わり日本国家

に「貫献した」ようである。そのおキクさん

が死んだ詩、日本支配下

にあった朝鮮の新聞が彼

女の死を悼んだという。

方正に立つ二つの日本人公•
「方正地区日本人公舅」（も）と「麻山地区日本人公舅」

麻山地区日本人公募」は、避難の途中、ソ連軍に攻撃され、麻

山地区で集団自決に追い込まれた、500人余りの開拓民を葬っ

た墓で、方正地区の日本人公纂が建てられた20年ほど後に造
られた。

華僑などは、アメリカ軍の

後押しを受けて国民党が

勝利するだろうと読んでいた。しかし結果は違った。

中国共産党は1日満洲、東北を重要拠点と重視して全勢

力を注ぎ込み、国民党を打ち破って東北地方で最初の

そんなおキクさんの記

事を目にした年配の男性

は、墓がなくても、その

跡地でもわかれば詣でた

いと言うのだ。たぶん、

日本人のお墓は全部一掃

され、今ある日本人のお

墓は、方正県にしかない

はずですよと答えた。も

し間違いがあってはいけ

ないとおキクさんに詳し

い研究家に聞けば、かつ

ての墓地はいま遊園地に

なっているという。

方正にある日本人公墓は、文字通り、中国で唯

ーの日本人公墓なのである。
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「方正地区日本人公墓」と刻んである公墓の左隣に
マサン

「麻山地区日本人公墓」がある。麻山は現在｀黒竜江省

鶏西市麻山区、省の東寄りロシアに近い所である。
，、タホ

1945年8月12日、ソ連軍に攻撃された昭達河開拓団

は絶望的な状況にあった。このままでは婦女

子たちがソ連軍の凌辱に遭う。身近に迫った

危機に、 420名ほどの婦女子は団長とともに

自決の道を選んだ。

麻山で散った女性たちの遺骨は野ざらしに

なっていた。戦後、遺族たちはなんとか遺骨を

収集し慰霊したいと思っていた。遺族たちが

昭達河会を結成し、 1982年初めて鶏西市を

訪れた。その時は大雨が続き麻山に行かれず、

翌年再度訪問し麻山を訪れたが、写真撮影も

慰霊行事も許可されなかった。散乱する遺骨

を前に再度、遺族たちは涙を呑んで帰国した。

その後、金丸千尋さん（方正友好交流の会

顧問。敗戦後、人民解放軍に入り、ずっと日中

友好運動に取り組んできた）らの努力によっ

て遺骨収集が実現し、 1984年中国政府はこ

の地に公墓を建立してくれた。それが麻山地

区日本人公墓である。

この二つの公墓から数メート

ル離れた所に「中国養父母公墓」

が立っている。“残留孤児”とし

て育った遠藤勇さんは中国名「劉

長河」として育ち、ハルビンでロ

シア語教師として生活していた

が、おぼろげながらも両親の顔

を思い、やっと実父の所在を確認

し、文通を始め帰国申請した。し

かし文革で挫折。日中国交回復

後、帰国が実現、実父のいる岩手

県岩泉町で過ごし、その後貿易会

社を興し成功した。遠藤さんは自

分が育った方正県を忘れず、中国

人養父母を常に思い、欠かさず中

国へ仕送りをしていた。

その養父が亡くなった後、遠藤

さんは中国にいる日本人弧児た

ちを育てた養父母たちの安住の

地を作ろうと養父母公墓建立を

思い立った。当時の中国では墓地

を持てる人も少なく、遠藤さんは養父母たちへの報恩の

気持ちを墓所建設にと思い中国側と交渉したが難航し

た。しかし「養父母たちへの報恩の気持」が中国測を納得

させた。 1995年8月「中国養父母公璽」の除幕式が行わ

れ、遠藤さんは養母・呂桂雲と共に参列した。
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藤原長作紀念碑

この中国養父母公墓からまた数メートル

離れたところに2004年9月、「藤原長作紀

念碑」が立った。藤原さんは1912年12月、

岩手県沢内村で生まれた。「米作り日本一」

として仰がれるほどの人だったが、減反政策

で自ら作り出した水稲栽培技術が日本では

不要になってきた。

中国の寒冷地でこそ藤原式稲作方法が役

立つと1980年初訪中。そして翌年から方正

県で実践、多大な成果を収めて東北全土から

中国全土に藤原式稲作法が拡大した。故•岡

崎嘉平太さんは、「中国に対する賠償に代わ

る大事業を成した」と称賛するほどの大仕事

だった。

筆者自身2008年夏ハルビンで、王英春さ

ん（当時黒竜江省外事弁公室副主任）から「東

北三省の人間は誰もが藤原さんの名前を知っ

ている。おいしい白米が食べられ

るのは本当に藤原さんのお蔭だ」

と聞いた時には、やはリそうかと

改めて藤原さんの業績を実感し

たものだった。

友好の深い心をあらわすこの

ような石碑を囲んで中日友好園

林がある。そこに方正日本人公墓

が立っている。

（このシリーズは終わります）

一公墓の存在をより多くの人たちに伝えるべく、ぜひ会にこ参加を！

101-0052千代田区神田小川町3-6
（社）日中科学技術センター内

n 03-3295-0411 
E-mail:ohrui@jcst.or.jp 

個人会員会費ーロ 1000円
（口数は最低ーロ、上限なし）

郵便振替口座番号 00130-5-426643 
加入者名 方正友好交流の会
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日本人公墓が私たちに問いかけるもの 

――「方正友好交流の会」へのお誘い―― 
1945 年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963 年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ４５００人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、400 数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984 年に建立され、この方正の地にあります） 

 この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく国際的な友愛精神

を、さらに「国際主義」的な精神を超えて人類愛的な精神を広めていこう、と活動してい

るのが「方正友好交流の会」です。当会の前身は１９９３年に設立され、２００５年６月

に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき「方正」に光を当てたいと活動しておりま

す。 

 

個人会員 一口 １,０００円  団体・法人会員 一口 １０,０００円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

方正友好交流の会 
101－0052 東京都千代田区神田小川町３－６（社）日中科学技術文化センター内 

電話 03ー3295ー0411 FAX 03―3295－0400 E-mail：ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130―5―426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス：http:/www.houmasa.com/ 

方正日本人公墓が私たちに問いかけるもの

「方王友好交流の会」へのお誘い

認45年の夏、ソ連参戦と続く 日本の敗戦は、 旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、 飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えま した。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のも とまでいき、中国政府よって「方正地区H本人公墓」が建立されま した。 中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、 日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。 日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984年に建立され、 この方正の地にあります）

この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り趣えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。 「愛国主義」ではなく国際的な友愛精神

を、 さらに「国際主義」的な精神を超えて人類愛的な精神を広めていこう、と活動してい

るのが「方正友好交流の会」です。当会の前身は]_9 9 3年に設立され、 20 0 5年6月

に再発足し、 日中友好の原点の地ともいうべき「方正」に光を当てたいと活動しておりま

す。

個人会員ーロ 1,000円 団体 。法人会員一口 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方正友好交流の会

1([])1-([])([])52 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日中科学技術文化センター内

電話 ([])3-3295-([])411 翌幻只氾ー3295-([])4([])([]) 翌mafill: 0hrui@jcsも。Olt"。jp

郵便振替口座番号 ([])([])13([])-5-4266143 加入者名 方正友好交流の会

HlPアドレス： hももp右四可houmgsa。CO叫
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書籍案内

＊ 『東京満蒙開拓団』

東京の満蒙開拓団を知る会•著

満蒙開拓団というと長野県や山形県などの農村からが多いということもあり、東京人に

は関係ないように思われがちだ。ところが東京からも満蒙開拓団があった。本書は、空白

になっていた東京からの開拓団を追った本格的な研究書だ。日本全体で、満蒙開拓団と満

蒙開拓青少年義勇軍合わせて約 32万人が「満洲」へ渡ったが、そのうち、約 1万1千人余

りが東京から行ったという。 2007年から 5年をかけて調査研究を重ねての成果がここにあ

る。加藤聖文氏の「満蒙開拓団の歴史的背景」というわかりやすい解説が巻末にある。

（定価： 1800円＋税別、著者：今井英男、多田鉄男、藤村妙子。

発行：ゆまに書房 101-0047 東京都千代田区内神田 2-7-6

電話： 03-5296-0491 FAX: 03-5296-0493) 

＊『渡満とは何だったのか 東京都満州開拓民の記録一』

高橋健男編著

大著『新潟県満州開拓史』をまとめた編著者が、新潟県庁で発見した「東京都送出単独

開拓団資料」などに開拓団の手記やインタビューを加えて、東京都が送り出した満小1、i開拓団

の入植から引き揚げ、そして戦後の再入植の顛末を詳細に記した。発掘した全資料がそのま

ま本書に収録されている。

「東京都送出単独開拓団資料」は 1957年に東京都が編纂したが、編著者によると、東京

都では資料は見られず、その資料の編纂の事実も忘れられているという。編著者は、新潟県

に送られた4分冊を発見、東京都満小1i開拓民の戦後も記した貴重な書だ。

2014年2月発行予定。

（定価： 1800円＋税別、発行：ゆまに書房 101-0047 東京都千代田区内神田 2-7-6

電話： 03-5296-0491 FAX: 03-5296-0493) 

＊『戦場へ征く、戦場から還る一火野葦平、石川達三、榊山潤の描いた兵士』

かごしまたけし

神子島健著

サブタイトルに登場する 3人の作家たちが、日中戦争、十五年戦争に動員された兵士たち

を描いた小説の分析を通して、兵隊になり、戦場に征くこと、そして還ってくることの意味

と、そこにいる兵士たちの心の揺らぎなどを考察した 500頁を超える大著だ。

戦争を知らない世代が圧倒的に増えている現在、現実の戦争はどのようなものだったのか、

本書を読めば痛切にわかるだろう。

著者は東京大学大学院国際社会科学専攻の助手、気鋭の社会学者だ。昨年、本会が東大駒

場で行った総会記念講演会ではいろいろ協力していただいた方でもある。

（定価： 5460円。発行：新曜社 101-0051 東京都千代田区神田神保町2-10

電話： 03-3264-4973 FAX: 03-3239-2958) 
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<報告> ありがとうございました

前号の会報 16号入稿後、 2013年 5月7日以降からカンパをお寄せいただいた方、また

新たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとう

ございました。（敬称略、受付けた順に記載しました。2013年 12月3日現在）

新田充寺本康俊成田晃一青木孝佐藤貞雄飯田成夫岩噌弘三砂原恵原田

清治牧野史敬小岩盛廣阿久津国秀秋葉二郎篠田欽次小出公司 山岡紀代子

柳瀬恒範芹沢昇雄南雲英雄大西広山内良子前田光繁中井詔太郎菅原三太郎

丹保洋子甘利真実城谷稔竹井成範矢吹晋山川梅子金倉美佐恵高木涼子桜

井博之佐藤喜作杉田春恵及川康年石田和久田中深雪池田六美中島紀子篠

原淳子 NPO法人やまなみ手塚登士雄貞平浩魚崎宏山田寿子堀江はつ篠原

国雄櫻庭ゆみ子 白西紳一郎寺沢秀文末広一郎佐藤正之山田弘子立岩慎理子

遠藤勇鈴木敏夫長谷川照夫伊藤幸枝鵜沢弘田村正篤望月信隆園木宏志長

塚淑江名井佳子久保孝雄西美津子下山田誠子穂苅甲子男塩見雅正矢野光雄

鈴木幸子中村静枝水野正昭福島国夫坂田和子小関光二生田和美新田百合子

高橋健男 由井格藤村光子宮原咸太郎・恵子瀧亀久男今村隆一木戸冨美江山

下美子竹田絢子福久一枝矢部竜夫百崎進鳥島せい子新谷陽子飯牟礼一臣

小畑正子石田武夫吉安蓉子馬場永子名取敬和川内カチエ野澤淑子常住三千

代金子彰馬場信詔黒岩満喜風間成孔大島満吉石井敏夫岩永法子青柳幸司

山田嘉彦肥後茂樹

<編集後記>

作家の辻井喬さんが亡くなった。畏友、木村知義さんが NHK在職中の 07年8月に企画

し放送されたラジオ特別番組『21世紀日本の自画像一変わる世界！ 日中関係、新たなス

テージヘの構想』で、方正日本人公墓を取り上げられた。ゲスト出演が辻井さんだった。

放送後辻井さんに『星火方正』をお送りしたところ、返事がきた。「民間交流が大切だ。頑

張ってください」と記されていた。その数年後、ある会合でお会いしご挨拶したところ「な

かなか立派な会報ですね」という言葉をいただき恐縮した。

丹羽宇一郎さんからもらった手紙の中に、「“継続は力”だとつくづく思います」という

言葉があった。今号は17号である。会員読者の方々の支援があってこそ本誌も発行できる。

有難いことである。戦争を知らない人々が増えている。歴史はちゃんと伝えていかなけれ

ばいけない。本誌にふさわしいと思われる原稿を遠慮なくどんどん寄稿していただきたい。

最後になったが、編集にはいつも森一彦さんの助力を受けている。とりわけ宮本雄二さん

のテープ起こしにはお世話になったことを記しておきたい。（大類）

<表紙写真 丹羽事務所提供>

『星火方正～燎原の火は方正から～』（第 17号） 2013年 12月 14日発行

発行：方正友好交流の会 編集人：大類善啓 Email: ohrui@jcst.or.jp 

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 日本分譲住宅会館 4F

（社）日中科学技術文化センター内 電話： 03-3295-0411 FAX: 03-3295-0400 

郵便振替口座番号 00130-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HPアドレス： http:/www.houmasa.com/ 






